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慢性疼痛診療システムの均てん化と 
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研究代表者  矢吹 省司  福島県立医科大学医学部疼痛医学講座 教授 

 

研究要旨 

 慢性疼痛診療システムの均てん化のためには痛みセンターの拡充が重要であり、痛みセンタ

ーを中心に研究データを積み上げ、解析することが必要である。そのため、本研究班では、

１）集学的痛みセンターの構築（新たな痛みセンターの立ち上げ、今まで出来ている痛みセン

ターの成績の解析と充実化、そして新たな前向き研究）、２）慢性疼痛患者のデータベースの構

築（登録システムの開発と継続）、３）最新の研究結果も取り入れた慢性疼痛診療におけるガイ

ドラインの作成と有用性の検討、そして４）国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツー

ルの開発を行う。さらに慢性疼痛診療モデル事業全体の成果と問題点を解析し、今後の方向性

を示していく。令和３年度の成果は以下の如くである。１．集学的痛みセンターの構築分科会 

１）痛みセンターの条件の再検討を行い、その条件を示して申請を募った。令和元年度は２３

施設であったが、令和３年度では３４施設を認定することができた（令和４年３月３１日時

点）。２）慢性疼痛診療モデル事業の効果判定にも使用可能なツールの開発を始め、プロトタイ

プが出来上がり、このツールを使用し、教育効果の判定が可能かどうか検討を進めた。３）慢

性疼痛患者と発達障害の関連を明らかにするための質問表（スクリーニングツール）を痛みセ

ンターに配布し、データを収集した。これらのデータの解析し、発達障害スクリーニングツー

ルで陽性となる慢性疼痛患者の頻度が明らかとなる。２．慢性疼痛患者のデータベースの構築

分科会 データベースに入力する内容、管理する委託会社を決定し、入力を開始した。登録症

例数はまだ３００例程度である。きめ細かく必要性を説明し、登録症例を増やして充実したデ

ータベースにしていく。３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用性の検討分科会 ガイド

ライン２０２１が完成したため、その普及に努めた。今後はその有用性を明らかにする必要が

ある。４．国民への広報や医療者の教育、診療に役立つツールの開発分科会 ホームページの

最新化を適宜行っている。教育コンテンツの作成や改訂に取り組んでいる。現状のツールの問

題点が明らかになってきたため、その変更を今後行う。上記のように４つの分科会で研究を進

めることができた。３年目（最終年度）であり、研究結果を出すことができた。 
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川﨑元敬 四国こどもとおとなの医療センタ

ー科長 

細井昌子 九州大学病院心療内科診療准教授 

門司 晃 佐賀大学医学部教授 

池内昌彦 高知大学医学部教授 

小幡英章 福島県立医科大学附属病院教授 
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Ａ．研究目的 

慢性疼痛診療システムの均てん化のために

は痛みセンターの拡充が重要であり、痛みセ

ンターを中心に研究データを積み上げ、解析

することが必要である。そのため、本研究班

では、１）集学的痛みセンターの構築（新たな

痛みセンターの立ち上げ、今まで出来ている

痛みセンターの成績の解析と充実化、そして

新たな前向き研究）、２）慢性疼痛患者のデー

タベースの構築（登録システムの開発と継続）、

３）最新の研究結果も取り入れた慢性疼痛診

療におけるガイドラインの作成と有用性の検

討、そして４）国民への広報や医療者の教育、

診療に役立つツールの開発を行う。さらに慢

性疼痛診療モデル事業全体の成果と問題点を

解析し、今後の方向性を示していく。 

 

Ｂ．研究方法 

４つの分科会を作ってそれぞれの課題に取

り組んだ。 

１．集学的痛みセンターの構築分科会 

新たな痛みセンターの立ち上げと既存の痛

みセンターの現状とその成績の解析を行う。

中国の痛みセンターを見学する。慢性疼痛患

者と発達障害に関する前向き研究を行う。慢

性疼痛診療モデル事業の効果と問題点を明ら

かにしていく。 

２．慢性疼痛患者のデータベースの構築分科

会   

データベースの構築と登録を進める。 

３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用

性の検討分科会 

最新のデータを取り入れたガイドラインの

作成を行う。 

４．国民への広報や医療者の教育、診療に役

立つツールの開発分科会 

慢性疼痛総合対策の普及・啓発（総合的な痛

み情報ポータルサイトのホームページ「WWW.

itami-net.or.jp」）と地域の各痛みセンター

の診療（検査、治療）の状況をアップデートす

る。患者管理用ツール、医療者・患者の教育ツ

ールや診断・治療に役立つツールの開発を行

う。 

 

（倫理面への配慮） 

 慢性疼痛患者と発達障害に関する前向き研

究は、倫理委員会の承認を得ている。慢性疼

痛診療モデル事業の効果判定にも使用可能な

ツールの開発に関してはツールができてから

倫理委員会に提出するように指導されている。 

 

Ｃ．研究結果 

１．集学的痛みセンターの構築分科会 

１）痛みセンターの条件の再検討を行い、そ

の条件を示して申請を募った。令和元年度は

２３施設であったが、審査の結果、令和３年度

では３４施設を認定することができた（令和

４年３月３１日時点）。 

２）慢性疼痛診療モデル事業の効果判定にも

使用可能なツールの開発を始め、プロトタイ

プが出来上がり、このツールを使用し、教育効

果の判定が可能かどうか検討を進めた。 

３）慢性疼痛患者と発達障害の関連を明らか

にするための質問表（スクリーニングツール）

を痛みセンターに配布し、データを収集した。

これらのデータを解析した結果、発達障害ス

クリーニングツールで陽性となる慢性疼痛患

者の頻度が明らかとなる。 

２．慢性疼痛患者のデータベースの構築分科

会  

データベースに入力する内容、管理する委

託会社を決定し、入力を開始した。登録症例数

はまだ３００例程度である。きめ細かく必要

性を説明し、登録症例を増やして充実したデ

ータベースにしていく。 

３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用

性の検討分科会 

ガイドライン２０２１が完成したため、そ

の普及に努めた。今後はその有用性を明らか

にする必要がある。 

４．国民への広報や医療者の教育、診療に役

立つツールの開発分科会 

ホームページの最新化を適宜行っている。

教育コンテンツの作成や改訂に取り組んでい

る。現状のツールの問題点が明らかになって

きたため、その変更を今後行う。 

 

Ｄ．考察 

１．集学的痛みセンターの構築分科会 

１）痛みセンターの条件を満たす施設が、２

３施設から３４施設まで増え、それらを認定

http://www.itami-net.or.jp/
http://www.itami-net.or.jp/
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することができた。しかし、地域の偏りがあり、

各県全てに一つ以上の痛みセンターを設置す

るという目標にはまだ達していない。 

２）慢性疼痛診療モデル事業の効果判定など

に使用可能なツールはプロトタイプが完成し

た。今後はこれを使用して、ツールの有用性を

評価するとともに、教育や連携を効果的に行

うためにはどうすればよいのかを検討してい

きたい。 

３）慢性疼痛患者と発達障害の関連を明らか

にするための質問表のデータが集まり、解析

を行った。慢性疼痛患者と発達障害の関係の

一部が明らかになる可能性がある。ただし、今

回の研究で使用した質問表は、発達障害スク

リーニングツールであり、発達障害の診断が

行えているわけではないため、その解釈には

注意が必要である。 

２．慢性疼痛患者のデータベースの構築分科

会  

登録症例数を伸ばすために、今後きめ細か

く必要性を説明していきたい。登録症例を増

やして充実したデータベースにしていく。 

３．慢性疼痛診療ガイドラインの作成と有用

性の検討分科会 

ガイドライン2021が出来上がった。今後は

その有用性を評価する予定である。評価のた

めに、本研究班で作成する上記１で述べたプ

ロトタイプのツールを使用する。 

４．国民への広報や医療者の教育、診療に役

立つツールの開発分科会 

慢性痛の問題が国民に十分理解されている

状況にはない。医療従事者に対してもまだ教

育が必要だと思われる。さらなる広報・教育

に努めていく必要がある。 

 

Ｅ．結論 

４つの分科会で研究を進めることができた。

３年目（最終年度）であり、成果を出すことが

できた。 
 
Ｆ．健康危険情報 

該当なし 

 

Ｇ．研究発表  

1.論文発表 

1) Kato K, Otoshi K, Yabuki S, Otani K, 

Nikaido T, Watanabe K, Kobayashi H, 

Handa J, Konno S: Abdominal oblique 

muscle injury at its junction with 

the thoracolumbar fascia in a high 

school baseball player presenting 

with unilateral low back pain. 

Fukushima J Medical Science 67(1): 

49-52, 2021 

2) Kinshi Kato, Masahiko Sumitani, Miho 

Sekiguchi, Takuya Nikaido, Shoji 

Yabuki, Shin-Ichi Konno: Development 

of a severity discrimination scale 

based on physical quality of life 

for patients with chronic pain. J 

Orthop Sci 26(6): 1124-1129, 2021 

doi: 10.1016/j.jos.2020.10.005.  

3) 矢吹省司：難治性慢性疼痛患者のリハビ

リテーション診療. Jpn J Rehabil Med 

58(2): 186-191, 2021 

4) 矢吹省司：慢性疼痛の治療戦略. Jpn J 

Rehabil Med 58(112): 1250-1255, 2021 

5) 吉田勝浩、矢吹省司：膝関節疾患に対す

る運動療法―最新の知見ー. 整・災外 

64(4): 413-417, 2021 

6) 高橋勝、大井直往、大内一夫、佐藤真

理、猪狩貴弘、矢吹省司：鏡視肩板修復

術後患者に対する Mirror therapyの効

果. 福島医学雑誌 71(1): 11-18, 2021 

7) Kazuki Kobayashi, Kazuyuki Watanabe, 

Kinshi Kato, Michiyuki Hakozaki, 

Jun-ichi Handa, Hiroshi Kobayashi, 

Takuya Nikaido, Koji Otani, Shoji 

Yabuki, Shin-ichi Konno: Acute cauda 

equina syndrome due to lumbar spinal 

stenosis caused by prolonged supine 

position during cardiac 

catheterization: a case report. 

International Journal of Case 

Reports (IJCR) 5: 209, 2021 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Kato+K&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sumitani+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sekiguchi+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Sekiguchi+M&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Nikaido+T&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yabuki+S&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Yabuki+S&cauthor_id=33183936
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/?term=Konno+SI&cauthor_id=33183936
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8) 矢吹省司：新ガイドラインの意義. ペイ

ンクリニック 42(8): 937-939, 2021 

9) 二瓶健司、高橋直人、笠原諭、荒瀬洋

子、森山由紀、佐藤恵美、桐生亜紀、岩

崎稔、春山祐樹、矢吹省司：星総合病院

慢性疼痛センターにおける就学的痛み治

療―多職種連携における認知行動療法の

意義―. 慢性疼痛 40(1): 22-28, 2021 

10) Watanabe K, Otani K, Tominaga R, 

Kokubun Y, Sekiguchi M, Fukuma S, 

Kamitani T, Nikaidou T, Kato K, 

Kobayashi H, Yabuki S, Kikuchi SI, 

Konno SI: Sagittal imbalance and 

symptoms of depression in adults: 

Locomotive Syndrome and Health 

Outcome in the Aizu Cohort Study 

(LOHAS). European Spine J 30(9): 

2450-2456, 2021 

11) Kazuyuki Watanabe, Koji Otani, 

Takuya Nikaido, Kinshi Kato, Hiroshi 

Kobayashi, Junichi Handa, Shoji 

Yabuki, Shin-ichi Kikuchi, Shin-ichi 

Konno: Usefulness of the Brief Scale 

for psychiatric problems in 

orthopaedic patients (BS-POP) for 

predicting poor outcome in patients 

undergoing lumbar decompression 

surgery. Pain Research and 

management 2021, 2589865 

12) Kato K, Yabuki S, Otani K, Nikaido 

T, Otoshi KI, Watanabe K, Kikuchi 

SI, Konno SI: Ossification of the 

ligamentum flavum in the thoracic 

spine mimicking sciatica in a young 

baseball pitcher: a case report. 

Fukushima J Med Sci 67(1): 33-37, 

2021. 

13) 本幸枝、高橋直人、谷元真実、恩田 啓、

笠原諭、矢吹省司：慢性疼痛治療におけ

る看護師の動機づけ面接アプローチ：面

談プロセスを意識したチームでの取り組

み. 日本運動器疼痛学会誌 13: 86-93, 

2021 

14) Satoshi Kasahara, Naoto Takahashi, 

Ko Matsudaira, Hiroyuki Oka, Kozue 

Takatsuki, Shoji Yabuki: 

Psychometric properties of the 

Multidimensional Pain Inventory: 

Japanese language version (MPI-J). 

Pain Physician 25: E105-112, 2022 

15) 矢吹省司：「慢性疼痛診療ガイドライ

ン」について. ペインクリニック 

43(1): 43-47, 2022 

 

2.学会発表 

1) Naoto Takahashi, Kozue Takatsuki，

Satoshi Kasahara, Shoji Yabuki: 

Multidisciplinary inpatient pain 

management program for patients with 

chronic musculoskeletal pain in 

Japan: a cohort study. IASP 2021 

Virtual World Congress on pain，09-18 

June 2021 

2) 髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省

司：慢性疼痛センターにおける集学的

痛み治療の効果：入院を含む群と外来

群との比較.第 29回日本腰痛学会，

WEB開催，2021.10.22-23 

3) 二階堂琢也，矢吹省司，大谷晃司，渡

邉和之，加藤鉄志，小林洋，小林良

浩，紺野愼一：難治性慢性腰痛に対す

るリエゾンアプローチ―多面的評価か

らみた慢性一次性筋骨格痛と慢性術後

痛の比較―. 第 29回日本腰痛学会，

WEB開催, 2021.10.22-23 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/33731510/
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4) 二瓶健司，髙橋直人，高槻梢，本幸

枝，谷本真実，福地朋子，荒瀬洋子，

佐藤恵美，森山由紀，金澤美香，谷津

田尊寛，松本大典，春山祐樹，岩崎

稔，船尾亜里香，冨永桂子，恩田啓，

笠原諭，松平浩，矢吹省司：シンポジ

ウム「集学的治療現状と課題／システ

ム作りと運営・経営」星総合病院慢性

疼痛センターでの集学的痛み診療の現

状と課題. 第 14回日本運動器疼痛学

会，WEB開催，2021.11.20-12.5 

5) 二瓶健司,髙橋直人，矢吹省司：一般

演題：疼痛による機能性側弯に対し３

Ⅾバックスキャナーでフォローした症

例. 第 14回日本運動器疼痛学会，WEB

開催，2021.11.20-12.5 

6) 谷本真実，本幸枝，笠原諭，荒瀬洋

子，矢吹省司：一般演題：慢性疼痛セ

ンターでの集学的教育入院型プログラ

ムにおける Multidimensional Pain 

Inventoryによる分類別の治療効果に

ついて. 第 14回日本運動器疼痛学

会，WEB開催，2021.11.20-12.5 

7) 髙橋直人，高槻梢，笠原諭，矢吹省

司：一般演題：身体活動が異なる慢性

疼痛患者の治療効果の相違. 第 14回

日本運動器疼痛学会，WEB開催，

2021.11.20-12.5 

8) 福地朋子，髙橋直人，恩田啓，笠原

諭，矢吹省司：一般演題：内服タイミ

ングの変更により日中の活動量が増加

し再就労に繋がった一例. 第 14回日

本運動器疼痛学会，WEB開催，

2021.11.20-12.5 

9) 佐藤恵美，荒瀬洋子，笠原諭，髙橋直

人，矢吹省司：一般演題：家族からの

批判により自己主張を回避し慢性疼痛

を訴える高校生への心理療法の経験：

1 例報告. 第 14回日本運動器疼痛学

会，WEB開催，2021.11.20-12.5 

10) 谷津田尊寛，髙橋直人，二瓶健司，春

山祐樹，松本大典，本幸枝，矢吹省

司：一般演題：慢性疼痛センターで就

労支援を行った慢性広範囲一次性疼痛

の 1例. 第 14回日本運動器疼痛学

会，WEB開催，2021.11.20-12.5 

11) 髙橋直人, 高槻梢, 笠原諭, 矢吹省

司：ICD-11分類別でみた運動器慢性

痛に対する集学的入院プログラムの治

療効果. 第 43回日本疼痛学会, WEB

開催, 06-3, 2021.12.10-11 

12) 本幸枝，谷本真実，恩田啓，笠原諭，

矢吹省司：シンポジウム「慢性疼痛治

療における看護師の役割」チーム医療

における看護師の役割. 第 51回日本

慢性疼痛学会，Web開催,2022.2.25-

26 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1.特許取得 

該当なし 

2.実用新案登録 

該当なし 

3.その他 

該当なし 

 


